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「学習過程可視化法」を活用した授業検討会 

～子供の姿の見える化を重点とした研究協力校における取組事例～ 

 

総合支援部小中学校支援課 

はじめに 

「学習過程可視化法」は、当センターが平成 30 年３月に発行した「「主体的・

対話的で深い学び」実現のためのサポートブック」（以下、「サポートブック」

という。）に掲載した授業検討会の手法です。 

小中学校支援課の研究協力校では、校内研修にサポートブックの考え方を取

り入れ、「授業設計診断」の４項目を指導案の形式に組み込み、「主体的・対話

的で深い学び」の視点からの授業改善を進めました。 

また、研究授業後の授業検討会では、「学習過程可視化法」を用いた事後研修

に取り組みました。実践の概要は次のとおりです。 

 

研究協力校の取組 

◇「授業設計アイデアシート」を活用した授業構想 

授業設計アイデアシートの形式を指導案の中に位置付け、学校独自の指導

案を作成しました。 

指導案の左ページ上部には単元目標と単元構想が、下部には本時の授業構

想に関わる４項目の視点からの手立てや、期待する子供の姿等が示されてい

ます。 

研究協力校の実践

学習過程可視化法を用いた授業検討会

改善に向けたアイディアシート（本時にかかわる最小のまとまり）授業

視点３（深い学びの表出）学習の成果 視点１ 解決したい課題や問い

視点２（やりとりの充実）考えるための材料視点２（やりとりの充実）対話と思考

授業設計アイデアシートを活用した授業づくり

解決したい課題や問い

考えるための材料対話と思考

学習の成果
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この４項目は、右ページと連動する形で本時の展開に位置付けられている

のが特長です。手立ての有効性について、授業後に明確な視点をもって授業

を振り返ることができるようにしました。 

 

◇「学習過程可視化法」を活用した授業検討会 

研究協力校では、「学習過程可視化法」

を用いた授業検討会の目的を「目標達成

に向けた個の学びの変容を見取ることで、

手立ての効果を検討し、授業改善につな

げる」に設定し、子供一人に対して教員

一人が観察者として付くようにしました。 

そして、授業中の子供の発話や行動な

どを丁寧に見取り、付せんに記入してお

くようにしました。子供それぞれの表れ

を視覚的に捉えられるよう、付せんは色分けしています。 

授業後の検討会では、記入しておいた付せんを時間軸に沿って貼りながら、

子供の表れや変容を共有します。その後、授業設計診断の４項目に沿って分

析しました。「解決したい課題や問い」「考えるための材料」は、授業者の期

待する子供の姿を引き出すことにつながっていたかを、実際の子供の姿と照

らし合わせ、手立ての有効性や改善点について検討することができました。 

また、子供のつぶやきや表情、発言などから一人の子供の思考の流れをじ

っくり見取ったことが、自分の授業の振り返りにもつながっています。 

解決したい課題や問い

解決したい課題や問い

考えるための材料

考えるための材料

対話と思考

対話と思考
学習の成果

学習の成果

授業設計アイデアシートを活用した授業づくり
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このように、子供の表れを根拠にしながら協議することで、教員一人一人

が積極的に協議に参加しながら校内研修のテーマと主体的に向き合い、同僚

との協議を通して、よりよい授業づくりを目指そうとする姿につなげること

を意識して取り組みました。 

 

実践から見えてきたこと 

教員へのアンケート結果から、授業設計

診断４項目に沿った授業展開への手応えと

意識の高まりを感じる記述が見られました。

また、「学習過程可視化法」は授業者及び参

観者双方の授業改善に役立っていると

95％以上の教員が回答しました。さらに、

授業づくりにおいて、子供の思考の流れを

予想しながら単元の流れを構想しようとす

るようになった教員の割合が、50％（４月）

から 85％（11 月）になるなど、教員の意識の高まりを認めることができました。 

これらのことから、一人の子供の学びに着目して学びを見取る経験を積み重

ねることは、学級の子供一人一人の学びをよくしていこうとする授業改善の意

識向上につながったと言えます。 

子供一人一人の学びに目を向け、思考の変化を可視化しながら、授業改善の

方向性について教員同士が語り合う授業検討会にしていくことが大切です。 


